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相互接続防止コネクタに係る国際規格の導入について 

 

 この度、厚生労働省より「相互接続防止コネクタにかかわる国際

規格の導入」について方針が示され、経管栄養に使用するチューブや

経腸栄養関連の接続部分の形状が変更になります。国内で段階的な導

入が進み、当院でも方針に沿った対応を進めております。 

当院の経腸栄養領域の国際規格製品につきましては、紫色の製品

を基本として使用いたします。移行の時期や方法につきましては、

担当の診療科医師もしくは患者相談窓口でご確認いただきますよう

お願いいたします。 

 

 当院の切り替え予定時期 

  令和 3 年 4 月（3 月下旬より順次） 



１．ISO 80369-3 経腸栄養関連コネクタ製品への切り替え対応について          別紙 

「経腸栄養分野の小口径コネクタ製品の切替えについて」（平成30年３月16日付け医政安発

0316第1号、薬生薬審発0316第1号、薬生機審発0316第1号、薬生安発0316第1号）が発出

され、経腸栄養関連コネクタにおいて、従来の医薬発第888号の適合した形状から、ISO 80369-3に

適合した形状に変更することが決定されました。※ ISO規格製品の出荷開始：2019年12月（推

奨）、従来規格製品の出荷終了：2021年11月末 

 

２．ISO 80369-3経腸栄養関連コネクタ製品の特徴 

 

３．ISO 80369-3経腸栄養関連コネクタ製品の対象箇所 

 



４．ISO 80369-3経腸栄養関連コネクタ製品の特徴 

これまで経腸栄養関連コネクタ製品に黄色を採用していましたが、ISO80369ー3 経腸栄養関連コ

ネクタ製品では紫色に変更いたします。 

変換コネクタ 

従来の規格から、ISO80369－3規格への切り替えの過渡期においては、特に連携施設間で新旧

規格への対応に時間的な差が発生する可能性があります。 

その際、変換コネクタを利用することにより、新旧製品の接続が可能となり、経腸栄養療法を継続するこ

とができます。変換コネクタは、投与側と留置側の新旧の組み合わせによって、タイプ A とタイプ B の 2種

類があります。 

 

５．当院の切り替え予定時期 

2021年４月（３月下旬より順次切り替え開始） 

 

 


